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危機でなにが起こっているのか（１）

・供給ショックx需要ショック→所得・雇用ショック

・危機の政治的ショック

反グローバル主義（ナショナリズム）

米中対立

→ 「一極」から「二極」？

「一極」から「無極」（Gゼロ）？

信頼性の問題（どちらも信頼されていない）

・不確実性の高まり
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危機でなにが起こっているのか（２）

社会契約（黙契）の見直し
先進国：「豊かで自由で安全な生活」

アングロサクソン・モデル：「豊かで自由な生活」
個人の自由と「市場」重視

日本・欧州モデル：「豊かで自由で安全な生活」
「豊かさ」「自由」「安全」のバランスの取り方

→ 財政出動 x 行動規制
日本では国（行政機構）の能力が問われている

（国際的関心は高いが、ほとんど説明できていない）
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危機でなにが起こっているのか（３）

米国：

大統領選挙

社会契約をめぐる二つの対立の深刻化

・「人種差別」の問題

（国は社会契約を守っていないではないか？）

・「自由」vs 「安全」（公共財）

政治連合の再編成

・２〜３期→１〜２期？
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危機でなにが起こっているのか（４）

新興国：「豊かで安全な生活」
→ 「豊かさ」と「安全」のトレードオフ

感染拡大封じ込めの前に行動規制を緩和
政治の安定の鍵：「豊かな生活」への期待に応える

→ 現金給付、企業支援
マクロ経済安定：実質金利・為替・資金流出
債務と「一帯一路」（←低金利下のインフラ投資）

→ サプライチェーン再編への対応
危機が経済的に深化すると、政治も危機に陥る
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